
浄水ウォーターボトル
（BRITA）5名

半なま京蕎麦「丹波ノ霧」
（やくの農業振興団）20名

    4P　募集「自然観察会」
    5P　募集「料理教室」

募集「将棋大会」
    6P　募集「家庭常備薬」
8・9P　チケット・ガイド
12P 募集「グランピング」

募集「広報アンケート」
アンケートに回答すると抽選で
からあげくんをプレゼント！

写真 海の京都（丹後立岩）
第50回教美展出品作品

（21cm× 29cm）

TOPICS ウォーキングチャレンジ

LINE 公式アカウント ユーザー登録はこちら

参加無料　ぜひご参加ください
応募期間　夏シーズン（7/1～9/31）の賞品

事業などの最新情報をお届け！

ローチケbiz＋や
ACチケットの
利用に

このマーク表示のある
事業は、加入5年以内の
組合員の割引対象事業
です。（年度1回限り）

加入5年
以内割引
対象事業

ログインは
こちら

No.694

（毎月1回 10 日発行）1部 20円

発行所／（社）京都府教職員互助組合
〒606 8397 京都市左京区聖護院川原町 4の13
☎ 075（771）6186〈代〉FAX075（771）6180
https://www.kyokyogo.or.jp
昭和48年 1 月11 日第三種郵便物認可

2025/7/10

挟み込み

● マイホームの新築・購入・リフォームにはお得な割引
制度があります
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事
会
で
、
理
事
長
に
寒
川
正
晴

（
再
）、
理
事
長
代
理
に
中
久
保

弘
志
（
再
）、
副
理
事
長
に
香
村

明
寛
（
新
）、
平
塚
裕
司
（
新
）、

長
尾
修
（
再
）、
常
務
理
事
に
西

出
弘
一
（
新
）、
中
口
賢
司
（
新
）、

専
務
理
事
に
佐
野
幸
良
（
再
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

運
営
委
員
・
支
部
長合同

会
議
報
告

　
６
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
運
営

あ
わ
せ
て
、
事
前
に
出
さ
れ
た
意

見
・
要
望
に
つ
い
て
も
同
様
に
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
詳
細
は
９
月

号
で
報
告
し
ま
す
。

理
事
長
に
寒
川
正
晴
氏
が
再
任

　
　
　
　
第
３
４
８
回
理
事
会

　
定
時
総
会
直
後
に
開
か
れ
た
理

・
他
府
県

持
田　
貞
彦

２
０
２
５
年
度　
支
部
長
の
紹
介

　
今
年
度
選
出
さ
れ
た
支
部
長
は

次
の
方
々
で
す
。（
○
印
は
新
た

に
選
出
さ
れ
た
方
で
す
）（
敬
称
略
）

・
北

石
川　
　
進

・
上
京

○
宮
川　
　
護

・
中
京

石
田　
　
暁

・
右
京

○
平
田
美
佐
子

・
西
京

○
塩
見　
明
彦

・
左
京
北

○
西
原　
弘
明

・
左
京
南

小
松　
清
明

・
東

○
森
谷　
千
博

・
南

大
上　
幸
一

・
伏
見

小
宮
山　
繁

・
深
草

徳
田　
重
樹

・
醍
醐

河
田　
浩
光

・
乙
訓

○
伊
佐　
知
子

・
宇
治
東

山
本　
　
豊

・
宇
治
西

東　
　
哲
哉

・
城
久

津
田　
一
弥

・
山
城
北

○
大
嶋　
良
孝

・
山
城
南

大
越　
房
数

・
北
桑
田

○
勝
山　
　
威

・
亀
岡

○
近
藤　
　
篤

・
船
井

○
薮
本　
好
央

・
綾
部

大
西　
成
記

・
福
知
山

○
橋
本　
善
信

・
舞
鶴

竹
内　
昌
男

・
宮
与

木
村　
正
純

・
京
丹
後

廣
谷　
雅
久

・
他
府
県

岡
本　
新
一

委
員
・
支
部
長
合
同
会
議
で
は
、

定
時
総
会
議
案
の
う
ち
退
職
互
助

関
係
の
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
退
教
互
文
化

の
つ
ど
い
で
舞
台
発
表
す
る
支
部

サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
ま

し
た
。

　

意
見
交
流
で
は
、「
郵
送
費
や

物
価
高
騰
で
支
部
財
政
が
厳
し

い
」「
受
取
人
払
い
の
手
続
き
を

行
い
郵
送
費
を
圧
縮
し
て
い
る
」

「
数
年
に
一
度
の
役
員
改
選
の
際

に
大
き
な
費
用
を
要
す
る
の
で
積

み
立
て
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

２
０
２
５
・
２
０
２
６
年
度

運
営
委
員
の
紹
介

（
６
月
24
日
理
事
会
承
認
）

　
運
営
委
員
の
方
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。（
○
印
は
新
た
に
選
出

さ
れ
た
方
で
す
）

（
敬
称
略　
理
事
２
名
を
除
く
）

・
京
都
市
内

伊
藤　
哲
英

・　
〃

高
木　
政
江

・

〃

○
花
折　
　
忍

・

〃

○
松
岡　
　
寛

・

〃

松
橋　
秀
男

・

〃

山
本
眞
里
子

・
山
城
地
方

坂
根
み
ど
り

・

〃

外
村　
律
子

・
口
丹
地
方

原
田　
　
久

・
中
丹
地
方

〇
今
福　
志
枝

・
丹
後
地
方

大
場　
耕
作

　
６
月
24
日
に
京
都
教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
２
０
２
５
年
度
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
出

席
代
議
員
は
62
名
、
書
面
に
よ
る

議
決
権
行
使
者
は
60
名
で
し
た
。

　
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
と
決

算
、
理
事
22
名
・
監
事
６
名
の
選

任
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
議
案
と
は
別
に
、
今

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
全
体
を
通
し
て
、

現
職
３
名
、
退
職
１
名
か
ら
発
言

が
あ
り
、
佐
野
専
務
理
事
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
議
決
権
行
使
書
」
と

２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

新
理
事
・
監
事
を
選
任

2025年度定時総会

2025
定時総会速報
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昭
和
24
年
4
月
1
日
生
）

9
月
16
日
送
金
※
請
求
不
要

　
白
寿
・
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

を
9
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
氏
名
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方

は
、
8
月
1
日
（
金
）
ま
で
に

退
職
互
助
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

割
引
契
約
に
つ
い
て

7
月
1
日
付
新
規
契
約

〈
く
ら
し
・
生
活
〉

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

　
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
・
Ｇ
ａ
ｂ
ａ
の
対
象

施
設
・
プ
ラ
ン
を
利
用
し
た
場
合
、

登
録
料
・
入
会
金
・
レ
ッ
ス
ン
料

等
の
割
引
有
り
。
詳
細
は
互
助
組

合
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

8
月
末
日
付
契
約
終
了

〈
ホ
テ
ル
〉

ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
ズ

※
８
月
末
ま
で
に
ロ
グ
イ
ン
・
登

録
し
た
宿
泊
予
約
（
９
月
１
日

以
降
宿
泊
も
含
む
）
は
有
効

給
付
請
求
の
受
付
期
間
と
振
込
日

5
月
19
日
～
6
月
16
日
受
付
分

→
７
月
16
日
送
金

6
月
17
日
～
7
月
16
日
受
付
分

→
８
月
18
日
送
金

7
月
17
日
～
8
月
8
日
受
付
分

→
９
月
16
日
送
金

事
務
局
休
業
日
に
つ
い
て

　
府
立
学
校
の
事
務
室
閉
鎖
に
あ

わ
せ
て
、
8
月
12
日
（
火
）
～
15

日
（
金
）
は
事
務
局
休
業
日
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
長
寿
祝
金
該
当
者

■
白
寿
（
大
正
15
年
4
月
2
日
～

　
　
　
昭
和
2
年
4
月
1
日
生
）

■
米
寿
（
昭
和
12
年
4
月
2
日
～

　
　
　
昭
和
13
年
4
月
1
日
生
）

■
喜
寿
（
昭
和
23
年
4
月
2
日
～

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

会　　期：2026/2/17（火）～2/22（日）
会　　場：京都市京セラ美術館
出品資格：京都の教育関係者（組合員以外でも可）
作品種別：絵画・デザイン・彫刻・工芸・写真・書
出品点数：1 人 2 点まで　出品料：1 点　2,000円
＊募集詳細は10月号に掲載します。
　搬入は郡部1/26～、京都市1/30～の予定です。
＊今回から作品集の制作はありません。
お問い合わせ 文化福祉部　教美展係　075‐771‐6188

公益事業　第51回　京都教職員美術展 予告

互助組合報退教互版 2025．7.15
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阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センターを訪ねる

日　時：7/29（火）8：45～正午過ぎ（雨天決行）
集　合：JR京都駅中央改札口　8：45
行　程：JR京都…芦屋…灘から徒歩約12分
費　用：30円（行事保険料）

＊交通費、入館料自己負担。JAFカード・70歳以上
証明書提示で割引あり。

その他：歩きやすい靴で、補給用水分持参のこと
申　込：7/22（火）締切厳守　泉孝子まで

～植物の説明を聞きながら試験地を散策しましょう！～
京都大学上賀茂試験地観察会

日　時：9/16（火）10：00～12：00（小雨決行）
集　合：京都大学上賀茂試験地 正門前　10：00
費　用：無料
その他：山道の散策ができる服装・靴で、補給用
　　　　水分も忘れず持参のこと。
申　込：9/7（日）締切厳守　小松清明まで

中京支部事業案内� 他支部の方歓迎！

左京南支部事業案内� 他支部の方歓迎！

4
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陳
情
署
名
の
用
紙
は
本
紙
に
挿
み
こ
ん
で
い
ま
す
。
本
人
分
の
み
で
も
結
構
で
す

の
で
、
左
記
宛
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
※
退
教
互
版
発
送
用
封
筒
を
切
り
、
提
出
用

封
筒
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。

　
な
お
、
署
名
用
紙
は
原
寸
の
ま
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。�

締
切
日
：
９
月
末
日

〒
６
０
６‐８
３
９
７　
京
都
市
左
京
区
聖
護
院
川
原
町
４
の
13

�

（
社
）京
都
府
教
職
員
互
助
組
合　
退
職
互
助
部
宛

全
教
互
「
全
て
の
世
代
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

社
会
保
障
制
度
の
確
立
と
教
職
員
が
教
育
に
専
念
で
き
る

環
境
の
整
備
を
求
め
る
陳
情
」
署
名
に
ご
協
力
を
！

　
退
職
互
助
組
合
員
の
皆
さ
ん

　
日
頃
よ
り
退
職
互
助
事
業
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
さ
て
、
全
教
互
の
陳
情
署
名
は
全

国
の
都
道
府
県
と
政
令
市
の
64
の
教

職
員
互
助
団
体
で
構
成
す
る
全
国

教
職
員
互
助
団
体
協
議
会
（
全
教

互
）
が
呼
び
か
け
、
毎
年
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
す
。
昨
年
は
、
京
都

府
の
取
り
組
み
の
中
で
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
協
力
を
得
た
７
，
６
４
１
筆

を
含
め
、
全
国
で
３
７
８
，
６
２
１

筆
が
集
ま
り
ま
し
た
。
陳
情
行
動
で

は
、
互
助
組
合
か
ら
も
代
表
を
派
遣

し
、
署
名
を
京
都
府
選
出
の
関
係
議

員
に
提
出
し
、
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

　
依
然
緊
張
と
不
安
の
続
く
国
際
情

勢
、
コ
メ
不
足
に
よ
る
価
格
の
高
騰
、

お
さ
ま
ら
な
い
物
価
上
昇
に
賃
金
が

追
い
つ
か
ず
、
生
活
不
安
か
ら
減
税

を
望
む
声
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
今
年
も
「
全
て
の
世
代
が

健
や
か
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会

保
障
制
度
の
確
立
と
教
職
員
が
教
育

に
専
念
で
き
る
環
境
の
整
備
を
求
め

る
陳
情
」
署
名
に
取
り
組
み
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
、
各
政
党
お
よ
び
地

元
国
会
議
員
に
陳
情
行
動
へ
と
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
陳
情
内
容
と
し
て
は
、
全
て
の
世

代
で
無
理
な
く
支
え
あ
う
社
会
保
障

制
度
の
確
立
、
教
職
員
定
数
増
、
健

康
で
や
り
が
い
の
持
て
る
労
働
環
境

の
整
備
、
福
利
厚
生
の
充
実
、
子
育

て
支
援
や
奨
学
金
給
付
制
度
の
拡
充
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の

整
備
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
理
事
会
で
は
陳
情
内
容
を
検
討
し
、

京
都
府
教
職
員
互
助
組
合
と
し
て
、

こ
の
署
名
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
７
月　
　
　
　
　
　
　

京
都
府
教
職
員
互
助
組
合

�

理
事
長　
寒
川　
正
晴
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2025年 11月 

厚生労働省、文部科学省 

政党代表、衆議院議員、参議院議員 各位 

 

全国教職員互助団体協議会 

 

 

全全ててのの世世代代がが健健ややかかでで心心豊豊かかにに暮暮ららせせるる社社会会保保障障制制度度のの確確立立とと  
教教職職員員がが教教育育にに専専念念ででききるる環環境境のの整整備備をを求求めめるる陳陳情情  

  

2025 年は国民の 5 人に 1 人が 75 歳以上の後期高齢者となり、医療介護サービスの需要

が一層高まり人材不足が深刻化することへの対応が求められる「2025年問題」に直面する

年です。超高齢社会を迎え、社会保障給付費は多くの支出が予測されますが、人生 100 年

時代の到来にあたり、全ての世代が安心して生活を営むことのできる社会を構築するため

には、社会全体の課題として経済対策を含めた安定した財源の確保が求められます。 

一方で、ＩＣＴ教育や校務ＤＸの推進など学校現場を取り巻く状況が大きく変化する中

で、教職員の職務は多岐にわたり、勤務時間内に教材研究や授業準備の時間が十分に取れ

ないなど、時間的、精神的ストレスから教職員の心身の負担は増しており、「教育に専念

できる環境」には程遠いと言わざるを得ません。 

つきましては、以下の内容について要請いたします。 

 

陳陳  情情  内内  容容  

  

１１  持持続続可可能能なな社社会会保保障障制制度度のの構構築築にに向向けけてて  

・高齢化により増え続ける給付費を社会全体でどの様に負担し合うのか、高齢者を一律に

受給者と位置づけるだけでなく世代間の負担のあり方を適切に評価していただきたい。 

・健康の保持及び福祉の増進の観点から、医療及び介護、福祉等の限られた資源を有効に

活用して、多様なサービスが必要な人に提供できる環境の整備を図っていただきたい。 

  

２２  教教育育にに専専念念ででききるる環環境境のの整整備備ににつついいてて  

・子どもたちの心を育む教育のために、教職員定数の改善や教育現場の実情に応じた業務

の見直しや多様な人材の支援により、教育に専念できる環境を整備していただきたい。 

・教職が魅力的な職業としてやり甲斐を感じられるよう、心身の健康づくりのためにスト

レス対策とケア体制、ハラスメントの防止対策の強化を図っていただきたい。 

 

３３  教教職職員員のの福福利利厚厚生生のの充充実実ににつついいてて  

・福利厚生は健康及び福祉の確保の観点から必要な事業であると共に教職を志す者の職業

選択の判断材料でもあり、勤務条件の重要事項として充実に努めていただきたい。 

・互助団体の事業は地方公務員法第４２条に基づく福利厚生を補う重要な役割りを担って

おり、互助団体が将来的にも安定した運営ができるように配慮をしていただきたい。 

 

４４  若若者者やや子子育育てて世世帯帯のの生生活活支支援援とと誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららせせるる地地域域社社会会づづくくりりににつついいてて  

・結婚や子育てに明るいイメージを抱いて柔軟な働き方が選択できるよう、給食費や授業

料等の教育費の負担軽減、給付型奨学金の対象拡大等を図っていただきたい。 

・家族の形態が多様化する中、単身高齢世帯など身寄りのない方が地域の中で自分らしく

暮らし続けることができるよう社会全体で見守る支援環境を整備していただきたい。   



「「陳陳情情」」のの要要旨旨ににつついいてて 

教職員互助団体は、1972（昭和 47）年度から、毎年、国民共通の願いである「誰もが安心できる

持続可能な社会保障制度の確立」等について、全国教職員互助団体協議会を中心に、各政党、衆参

国会議員に対して、生活者を代表して陳情を行っています。

つきましては、今年の「全ての世代が健やかで心豊かに暮らせる社会保障制度の確立と教職員が

教育に専念できる環境の整備を求める陳情」につきまして、ご理解をいただき、署名へのご協力を

いただきますようお願いいたします。

陳情内容に賛同し、署名します。

名  前 住  所

１

2

3

4

5

※ ご署名いただきありがとうございます。個人情報は陳情以外の目的には利用いたしません。

団体名

全国教職員互助団体協議会

京都府教職員互助組合　退職互助部
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年

大
ゴ
ッ
ホ
展　
夜
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

　
オ
ラ
ン
ダ
の
ク
レ
ラ
ー
＝
ミ
ュ

ラ
ー
美
術
館
の
珠
玉
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
か
ら
傑
作
《
夜
の
カ
フ
ェ
テ

ラ
ス
》
を
は
じ
め
と
す
る
作
品
の

数
々
が
来
日
し
ま
す
。

神
戸
市
立
博
物
館

９
月
20
日（
土
）～
２
月
１
日（
日
）

取
扱
料
金　
一
般�

２
０
７
０
円

　
　
　
　
大
学
生�

１
０
３
５
円

※
高
校
生
以
下
、
障
が
い
者
本
人
は
無

料
（
要
証
明
）

※
土
日
祝
の
み
入
場
予
約
優
先
制

Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ 

Ｋ
ｉ
ｔ
ｔｙ
展

―
わ
た
し
が
変
わ
る
と
キ
テ
ィ
も
変
わ
る
―

　
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の
展
示
史
上
最

大
量
の
グ
ッ
ズ
展
示
や
、
個
性
あ

ふ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ

ボ
作
品
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
コ
ン

テ
ン
ツ
等
で
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を

紐
と
き
ま
す
。

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
東
山
キ
ュ
ー
ブ

９
月
25
日（
木
）～
12
月
７
日（
日
）

取
扱
料
金　
一
般�

１
６
２
０
円

　
　
　
　
大
高
生�

９
０
０
円

　
　
　
　
小
中
生�

５
４
０
円

※
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
無
料
（
要
証
明
）

※
予
約
優
先
制　

音
楽

京
都
市
交
響
楽
団
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー　
２
０
２
５

「
国
を
越
え
て
リ
ズ
ム
が
わ
た
る
」

指
揮　
鈴
木
優
人

ピ
ア
ノ　
ル
ゥ
ォ
・
ジ
ャ
チ
ン

曲
目　
ラ
ヴ
ェ
ル
：
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
ト
長
調
、
ボ
レ
ロ　
他

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

９
月
７
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
19
歳
以
上　�

２
７
０
０
円

　
　
　
　

５
～
18
歳�

１
３
５
０
円

�

全
席
指
定

※
子
ど
も
対
象
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
５
歳
未
満
入
場
不
可

岸
谷
香

Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｉ　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
５

　
プ
リ
ン
セ
ス
プ
リ
ン
セ
ス
の
名

曲
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
」
や
「
Ｍ
」、

岸
谷
香
ソ
ロ
楽
曲
を
、
ピ
ア
ノ
と

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
お

届
け
し
ま
す
。

京
都
府
中
丹
文
化
会
館

９
月
21
日
（
日
）
16
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
５
9
０
０
円

�

全
席
指
定

神
尾
真
由
子
＆
Ｎ
響
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
と
ピ
ア
ソ
ラ
。

時
代
を
超
え
た
２
つ
の
「
四
季
」。

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

10
月
18
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席�

５
7
０
０
円

�

ペ
ア　
１
１
０
０
０
円

�

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

Ｋ
ｅ
ｎ 

Ｓ
ａ
ｔ
ｏ 

Ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ

Ｖ
ｏ
ｌ
．５
～
世
界
の
巨
匠
が
奏
で
る

極
上
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
～

指
揮　
高
関
健

ピ
ア
ノ　
ミ
ハ
イ
ル
・
プ
レ
ト
ニ
ョ
フ

管
弦
楽　
京
都
市
交
響
楽
団

曲
目　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：
ピ
ア
ノ 

協
奏
曲
第
26
番
ニ
長
調
Ｋ 

・
５
３
７
「
戴
冠
式
」　
他

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

10
月
31
日
（
金
）
19
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
５
９
８
５
円

�

全
席
指
定

※
曲
目
、出
演
者
等
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

小
松
亮
太　
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
カ
ル

テ
ッ
ト
～
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ
ン

ゴ
と
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
世
界

　
小
松
亮
太
が
信
頼
す
る
奏
者
と

共
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ
ン
ゴ
と

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
魅
力
を
お
届
け
。

出
演　
小
松
亮
太　
北
村
聡　
早
川

純　
鈴
木
崇
朗
（
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
）

田
中
伸
司
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）

福
井
浩
気
（
ギ
タ
ー
）

曲
目　
ピ
ア
ソ
ラ
：
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
、

ア
デ
ィ
オ
ス
・
ノ
ニ
ー
ノ　
他

び
わ
湖
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル

11
月
15
日
（
土
）
14
時
開
演　

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
４
９
５
０
円

　
　
　
24
歳
以
下　
１
９
８
０
円

�

全
席
指
定

※
５
歳
以
下
入
場
不
可

※
18
歳
以
下
無
料
招
待
事
業
あ
り
。
詳

細
は
び
わ
湖
ホ
ー
ル
Ｈ
Ｐ
で
。

舞
踊

人
間
国
宝　
歌
舞
伎
俳
優

坂
東
玉
三
郎
～
お
話
と
素
踊
り
～

　
坂
東
玉
三
郎
が
歌
舞
伎
の
魅
力

や
立
女
形
と
し
て
の
神
髄
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
を
語
り
ま
す
。
衣
装
や

化
粧
を
付
け
な
い
素
踊
り
で
は
、

音
楽
に
の
せ
て
そ
の
身
一
つ
で
表

現
さ
れ
る
美
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

演
目　
地
唄
舞
「
残
月
」

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大
ホ
ー
ル

９
月
15
日
（
月
祝
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
７
３
０
０
円

�

全
席
指
定

演
劇

イ
ッ
セ
ー
尾
形
の
右
往
沙
翁
劇
場

番
外
編
「
銀
河
鉄
道
に
乗
っ
て
」

展
覧
会

法
方
払
支

※

可
不
記
併
は
込
申
の
等
ズ
イ
ク

号
番
員
合
組
・
名
氏
・
所
住

数
枚
望
希
・）
等
般
一
（
種
券
・
時
日
・
名
演
公9

し
と
落
き
引
動
自
ら
か
座
口
に
月

付
送
を
紙
用
込
振
は
に
方
い
な
き
で
落
引

項
事
込
申

法
方
込
申

今月のチケット・ガイド
申込はこちら

・

可
不
消
取
の
後
切
締
込
申
、
定
指
の
席
座

・

選
抽
後
切
締
、
合
場
の
数
多
込
申

・

し
催
い
な
の
き
書
意
注
て
い
つ
に
齢
年
で
外
以
画
映
、
会
覧
展

に

は
て
い
つ

可
不
場
入
の
児
学
就
未

Ｈ
Ｐ
・
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
５―

７
７
１―

６
１
８
０
）、
郵
送
も
可
。

用
紙
は
自
由
。

日
切
締
込
申7

月
25

）
金
（日

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド
イ
ガ
イ
ド

ガガ

ケ

ガ
・

ケ
ッ
ト
・
ガ

チ
ケ
チ
ケ

・

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド
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唯
一
無
二
の
存
在
感
を
放
つ
一

人
芝
居
の
第
一
人
者
イ
ッ
セ
ー
尾

形
が
、
宮
沢
賢
治
作
品
を
舞
台
化
。

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

①
10
月
24
日
（
金
）
19
時
開
演

②
10
月
25
日
（
土
）
15
時
開
演

③
10
月
26
日
（
日
）
15
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
４
５
０
０
円

全
席
指
定

二
兎
社
公
演
49

狩
場
の
悲
劇

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
長
編
ミ
ス
テ
リ

ー
を
ベ
ー
ス
に
し
た
永
井
愛
４
年

ぶ
り
の
新
作
。
終
演
後
に
永
井
愛

に
よ
る
ポ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

作
・
演
出　
永
井
愛

出
演　
溝
端
淳
平　
門
脇
麦

　
　
　
玉
置
玲
央　
他

び
わ
湖
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル

11
月
29
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
５
９
４
０
円

全
席
指
定

落
語

桂
米
紫
独
演
会

出
演　
桂
米
紫　
桂
紅
雀

　
　
　
桂
二
豆

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

８
月
31
日
（
日
）
13
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
２
７
０
０
円

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

笑
福
亭
松
喬　
独
演
会

演
目　
お
文
さ
ん　
ぜ
ん
ざ
い
公
社

欲
の
熊
鷹

京
都
文
化
博
物
館
６
階
和
室

９
月
13
日
（
土
）
14
時
開
演　

取
扱
料
金

一
般

２
５
２
０
円

全
自
由
席・畳
席（
入
場
整
理
番
号
付
）

※
折
り
畳
み
い
す
等
の
持
込
不
可

写真

　この立岩、あえて全容を
撮っていません。全景をぜ
ひ見に行っていただきたい
ので、切っちまいました。
空と海の青が印象的ですが、
雪景色もまた格別です。
（教美展の際にコメントを
提出するのを忘れていたの
で、ここでお伝えできて幸
甚です。）

『
美
し
い
夏
キ
リ
シ
マ
』
の
脚

本
や
映
画
『
紙
屋
悦
子
の
青
春
』

の
原
作
を
手
が
け
た
長
崎
出
身
の

松
田
正
隆
に
よ
る
傑
作
戯
曲
を
映

画
化
し
た
『
夏
の
砂
の
上
』。
息

子
を
亡
く
し
た
喪
失
感
か
ら
人
生

の
時
間
が
と
ま
っ
た
主
人
公
と
、

妹
が
置
い
て
い
っ
た
17
歳
の
姪
と

の
突
然
の
共
同
生
活
が
、
カ
ラ
カ

ラ
に
乾
い
た
心
が
重
な
る
と
き
、

一
筋
の
希
望
が
射
す
…
。
切
な
く

て
温
か
い
珠
玉
の
物
語
。

　
２
０
２
４
年
・
第
77
回
カ
ン
ヌ

国
際
映
画
祭
で
、
イ
ン
ド
映
画
史

上
は
じ
め
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
た
『
私
た
ち
が
光
と
想
う
す
べ

て
』。
看
護
師
プ
ラ
バ
と
ル
ー
ム

メ
イ
ト
で
同
僚
の
ア
ヌ
は
、
立
ち

退
き
を
迫
ら
れ
て
故
郷
に
帰
る
こ

と
に
な
っ
た
友
人
を
見
送
る
た
め
、

大
都
会
ム
ン
バ
イ
か
ら
海
辺
の
村

ラ
ト
ナ
ギ
リ
へ
旅
を
す
る
こ
と
に

…
。
ま
ま
な
ら
な
い
人
生
に
葛
藤

し
な
が
ら
も
自
由
に
生
き
た
い
と

願
う
女
性
た
ち
の
友
情
を
、
光
に

満
ち
た
や
さ
し
く
淡
い
映
像
美
、

洗
練
さ
れ
た
サ
ウ
ン
ド
、
そ
し
て

夢
の
よ
う
に
詩
的
で
幻
想
的
な
世

界
観
で
紡
ぎ
出
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
イ
ン
ド
映
画
と
は
一
線
を
画
す

ビ
タ
ー
・
ス
イ
ー
ト
な
一
作
だ
。

　
世
界
中
に
新
た
な
興
奮
と
感
動

を
も
た
ら
し
て
き
た
「
ジ
ュ
ラ
シ

ッ
ク
」
シ
リ
ー
ズ
の
新
た
な
は
じ

ま
り
を
描
い
た
『
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク

・
ワ
ー
ル
ド
／
復
活
の
大
地
』。

初
代
“
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー

ク
”
の
極
秘
研
究
施
設
が
存
在
し

た
島
を
舞
台
に
、
縦
横
無
尽
に
暴

れ
回
る
恐
竜
た
ち
と
、
ス
カ
ー
レ

ッ
ト
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
演
じ
る
熟
練

の
特
殊
工
作
員
ゾ
ー
ラ
た
ち
の
手

に
汗
握
る
ア
ク
シ
ョ
ン
に
目
が
離

せ
な
い
！

　
『
夏
の
砂
の
上
』
は
4
日
か
ら

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｔ
・

ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京

都
桂
川
・
久
御
山
に
て
、『
私
た

ち
が
光
と
想
う
す
べ
て
』
は
25
日

か
ら
京
都
シ
ネ
マ
に
て
、『
ジ
ュ

ラ
シ
ッ
ク
・
ワ
ー
ル
ド
／
復
活
の

大
地
』
は
8
月
8
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ

京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ

ン
シ
ネ
マ
京
都
桂
川
・
久
御
山
・

高
の
原
、
舞
鶴
八
千
代
館
に
て
公

開
予
定
。

『私たちが光と想うすべて』
© PETIT CHAOS - CHALK & CHEESE FILMS - 
BALDR FILM - LES FILMS FAUVES - ARTE 

FRANCE CINÉMA - 2024

月
曜
日
締
切　
水
曜
日
発
送

※
8
月
13
日
の
発
送
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
京
都
シ
ネ
マ

１
０
８
０
円

※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

一
般　
１
２
７
５
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

一
般　
１
７
６
０
円

シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）

１
２
８
０
円

◆
ニ
フ
レ
ル一

般　
２
０
０
０
円

◆
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト

一
般　
２
６
０
０
円

◆
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
比
叡

一
般　
１
０
０
０
円

※
そ
の
他
の
券
種
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト年間取扱

チケット
申込は
こちら
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分
の
1
で
、
こ
れ
に
各
自
の
法
定

相
続
分
を
乗
じ
て
個
々
人
の
遺
留

分
割
合
を
算
出
し
ま
す
。
本
件
で

は
2
分
の
1
×
2
分
の
1
で
4
分

の
1
で
す
。

　

ま
た
遺
留
分
の
算
定
の
際
は
、

相
続
時
に
存
在
し
た
遺
産
だ
け
で

な
く
、
①
相
続
開
始
前
1
年
以
内

の
相
続
人
以
外
の
者
へ
の
生
前
贈

与
、
②
相
続
開
始
前
10
年
以
内
の

相
続
人
へ
の
特
別
受
益
に
あ
た
る

生
前
贈
与
、
③
遺
留
分
権
利
者
に

損
害
を
与
え
る
こ
と
を
知
り
な
が

ら
行
わ
れ
た
生
前
贈
与
も
計
算
に

含
め
ま
す
。

　
本
件
の
生
前
贈
与
４
０
０
万
円

は
上
記
②
に
該
当
し
ま
す
。
従
っ

て
、
自
宅
（
２
０
０
０
万
円
）
＋

贈
与
４
０
０
万
円
＝
２
４
０
０
万

円
の
う
ち
、
4
分
の
1
の
６
０
０

万
円
を
あ
な
た
は
お
兄
さ
ん
に
請

求
で
き
ま
す
。

　
こ
の
権
利
は
、
相
続
開
始
及
び

遺
留
分
侵
害
の
贈
与
又
は
遺
贈
の

こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
1
年
で
時

効
消
滅
す
る
の
で
、
早
め
に
弁
護

士
に
ご
相
談
下
さ
い
。

弁
護
士　
福
山　
和
人

（
京
都
法
律
事
務
所
）

遺
留
分
と
特
別
受
益

　
昨
年
、
母
が
死
亡
し
ま

し
た
。
相
続
人
は
私
と
兄

で
す
が
、
全
財
産
を
兄
に
相
続
さ

せ
る
と
の
遺
言
が
あ
り
、
母
名
義

の
自
宅
（
２
０
０
０
万
円
）
を
兄

が
相
続
し
ま
し
た
。
ま
た
兄
は
、

母
か
ら
8
年
前
に
事
業
資
金
４
０

０
万
円
の
贈
与
を
受
け
て
い
ま
す
。

私
は
何
も
も
ら
え
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。　

全
財
産
を
特
定
の
者
に

相
続
さ
せ
る
遺
言
が
あ
っ

て
も
、
兄
弟
姉
妹
を
除
く
法
定
相

続
人
（
配
偶
者
・
子
・
直
系
尊
属
）

に
は
遺
留
分
が
あ
り
ま
す
。
遺
留

分
と
は
遺
産
相
続
に
お
け
る
最
低

保
障
額
の
こ
と
で
、
遺
言
に
よ
っ

て
も
奪
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
遺
留
分
の
割
合
は
、
直
系
尊
属

の
み
が
法
定
相
続
人
の
場
合
は
3

分
の
1
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
2

A Q

10



　
二
重
枠
の
７
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
夜
空
を
照
ら
す
美
し
い
花

●
タ
テ
の
カ
ギ

1　
ハ
ワ
イ
語
で
「
Ａ
ｌ
ｏ
ａ
ｌ

ｏ
（
ア
ロ
ア
ロ
）」
と
い
う
ハ

ワ
イ
の
州
花

2　
京
都
は
１
３
１
ｍ
、
東
京
は

３
３
３
ｍ

3　
お
酒
が
飲
め
な
い
人
。

上

戸
4　
「
年
魚
」
や
「
銀
口
魚
」
と

書
く
淡
水
魚

5　
料
理
用
の
魚
を
水
中
に
生
か

し
て
お
く
施
設

6　
元
々
は
居
合
抜
き
の
修
行
と

し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
説
も
あ

る
夏
の
遊
び

9　
土
地
の
所
有
者

11　
ア
イ
ヌ
語
で
「
汐
が
奥
深
く

入
る
川
」
と
い
う
意
味
の
「
ル

ル
モ
ッ
ペ
」
が
由
来
の
北
海
道

の
市

14　
床
屋
で
の
会
話
を
題
材
と
し

た
式
亭
三
馬
の
代
表
作

15　
何
も
記
さ
ず
白
く
残
っ
た
部

分
17　
素
早
く
て
油
断
の
な
ら
な
い

さ
ま
。「
─
─
の
目
を
抜
く
」

19　
北
原
白
秋
が
「
白
い
白
い
花

が
咲
い
た
よ
」
と
詞
を
書
い
た

木
22　
の
こ
り
。
─
─
暑
見
舞
い

24　
─
─
ダ
イ
ヤ
ル
、
─
─
ゲ
ー

シ
ョ
ン

26　
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
変
化
す

る
値
段

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

新
し
く
事
を
起
こ
す
こ
と
。

劇
団
の
─
─
公
演

4　
冷
た
い
食
べ
物
で
頭
が
キ
ー

ン
！　
─
─
ク
リ
ー
ム
頭
痛

7　
四
谷
怪
談
で
有
名
な
女
の
幽

霊
の
名

8　

鳴
き
声
が
「
チ
ョ
ッ
ト
コ

イ
！
」
と
聞
こ
え
る
キ
ジ
科
の

鳥

10　
ジ
ョ
ッ
キ
を
掲
げ
て
乾
杯
！

12　
く
じ
な
ど
の
「
は
ず
れ
」
の

俗
語

13　
最
高
気
温
35
℃
以
上
の
─
─

日
16　
限
ら
れ
た
海
の
範
囲

18　
重
さ
を
測
定
す
る
道
具
の
総

称
20　
「
鋤
」
と
書
く
、
土
を
掘
り

起
こ
す
農
具

21　

日
没
後
に
花
見
を
楽
し
む
、

─
─
見
物

23　
鰻
と
白
飯
を
ど
ん
ぶ
り
に
盛

り
付
け
る
料
理

25　
「
─
─
多
難
」「
─
─
多
端
」、

共
通
し
て
入
る
言
葉
は
？

27　
漢
字
で「
谺
」と
書
く
、“
こ

だ
ま
”
と
も
い
う
現
象

28　
ロ
シ
ア
の
暖
炉
兼
オ
ー
ブ
ン

　
以
前
シ
ャ
チ
の
姿
を

一
目
見
よ
う
と
、
夏
休

み
に
知
床
半
島
ま
で
足

を
運
ん
だ
。
国
後
島
が
す
ぐ
間
近

に
見
え
る
根
室
海
峡
、
コ
ン
ブ
で

有
名
な
羅
臼
港
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船

に
乗
っ
て
出
発
。
２
階
の
フ
ラ
イ

デ
ッ
キ
に
陣
取
っ
て
イ
ル
カ
や
シ

ャ
チ
を
探
す
。
例
年
シ
ャ
チ
が
見

ら
れ
る
シ
ー
ズ
ン
は
５
月
か
ら
７

月
く
ら
い
で
７
月
末
と
も
な
れ
ば

遭
遇
率
も
10
％
台
に
な
っ
て
し
ま

う
ら
し
い
。
よ
う
や
く
遠
く
に
黒

い
棒
の
よ
う
な
も
の
が
突
き
出
て

い
る
の
を
発
見
。
オ
ス
の
シ
ャ
チ

の
背
び
れ
だ
。
シ
ャ
チ
は
家
族
で

群
れ
て
行
動
す
る
。
そ
の
後
、
数

匹
の
群
れ
を
船
で
追
う
。
中
に
は

興
味
を
も
っ
た
の
か
、
船
の
下
を

潜
り
抜
け
、
ま
る
で
遊
ん
で
い
る

か
の
よ
う
な
姿
も
見
ら
れ
た
▼
最

近
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
シ
ャ
チ
」

の
存
在
理
由
が
解
明
さ
れ
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
が
い
る
群
れ

は
、
い
な
い
群
れ
に
比
べ
て
、
孫

の
生
存
率
が
高
ま
る
と
い
う
▼
人

間
で
も
、
お
年
寄
り
は
、
何
と
い

っ
て
も
経
験
と
知
恵
を
持
っ
て
い

る
。
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
集

団
は
、
そ
の
経
験
や
知
恵
で
、
文

明
や
文
化
を
発
達
さ
せ
、
集
団
を

発
展
さ
せ
、
そ
の
力
で
お
年
寄
り

を
保
護
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
く

ら
い
だ
。
ぜ
ひ
経
験
や
知
恵
で
、

若
い
世
代
に
貢
献
し
た
い
も
の
だ
。

　
　
　

�

（
佐
野
）

25名にQUOカードが当たる!!

クイズの応募規定▶締切7月末日必着
（正解・呈賞者は10月号発表）

＊支部名、氏名、組合員番号、紙面の感想を
明記のうえ、互助組合まで。ハガキ、FAX、
HP（右記コード）等で応募してください。

＊お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」
にお断りなく掲載させていただくことがあ
ります。掲載不可の場合はその旨をお書き添
えください。

応募はこちらから

返信メールは届
きません。

クロスワードクイズ
5 月号の答え ： 武者人形 （ムシャニンギョウ ）

（応募者462名中、正解者460名）

☆ 5月号の解答図
1 2

76

543

9

12

22

10

13

8

11

20

24

21

23

14

15

19

16 17 18

5 月号当選者（敬称略）
橋本　重明（上京支部）
田中　美紀（中京支部）
宮川　澄子（右京支部）
加藤　純長（右京支部）
岸本　益子（西京支部）
池田　文子（左京南支部）
谷川　　司（東支部）
中島知代子（南支部）
辰巳　純子（伏見支部）
出江　英夫（宇治東支部）
佐原　和男（宇治西支部）
杉本　佳子（宇治西支部）
久乗留美恵（城久支部）
岡山　一男（山城北支部）
出島喜代子（山城北支部）
段野　明江（山城南支部）
守谷　法子（亀岡支部）
磯辺　　均（亀岡支部）

沖野　康代（船井支部）
村上美由紀（綾部支部）
後藤　英良（宮与支部）
有馬八寿子（宮与支部）
井上　知行（京丹後支部）
中西　　恵（京丹後支部）
土井富美子（他府県滋賀）

21

7

653 4

10

14

18

24

11 12

13

8 9

21

23

22

25

2827

26

15

20

16 17 19
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